
4

　
　
　
　
転
入
時
の
手
続
で

市
民
が
移
動
し
た
り
待
た
さ

れ
な
い
よ
う
に
、
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
窓
口
や
担
当
課
職
員
が

出
向
く
対
応
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　
転
入
時
の
家
族

構
成
や
年
齢
要
件
な
ど
か
ら
、

手
続
に
漏
れ
が
な
い
よ
う
必

要
と
思
わ
れ
る
全
て
の
課
を

案
内
し
て
い
ま
す
。
ま
た
一

つ
の
窓
口
で
手
続
を
行
う
と

他
の
方
の
待
ち
時
間
が
長
く

な
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で

は
大
変
難
し
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
今
後
手
続
の
際
の
負

担
軽
減
を
早
急
に
検
討
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

転
入
者
へ
の
サ
ポ

ー
ト
体
制
は
。

　
　
　
　
　
転
入
手
続
の
際

に
行
政
サ
ー
ビ
ス
情
報
誌「
暮

ら
し
の
便
利
帳
」
な
ど
を
配

布
漏
れ
が
な
い
よ
う
に
市
民

課
窓
口
で
一
括
し
て
渡
す
ほ

か
、
待
ち
時
間
に
ま
ち
づ
く

り
支
援
課
に
て
ご
み
の
出
し

方
や
町
内
会
の
案
内
等
の
説

明
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

手
続
以
外
の
場
面
で
も
よ
り

多
く
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
情

報
提
供
が
で
き
る
よ
う
庁
内

で
連
携
し
転
入
者
へ
の
サ
ー

ビ
ス
向
上
を
図
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

十
和
田
八
幡
平
国

立
公
園
が
国
立
公
園
満
喫
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
選
ば
れ
、
十

和
田
湖
観
光
活
性
化
が
期
待

さ
れ
る
が
、
市
の
方
針
は
。

　
　
　
　
　
　
　
十
和
田
湖
、

奥
入
瀬
、
八
甲
田
地
域
の
観

　
　
　
　
雨
・
雪
・
風
対
応

の
バ
ス
停
留
所
設
置
へ
助
成

す
る
考
え
は
。

　
　
　
　
　
　
　
用
地
、
歩

道
幅
員
、
整
備
費
及
び
維
持

管
理
費
確
保
な
ど
の
課
題
に

よ
り
、
三
百
三
十
カ
所
の
バ

ス
停
の
う
ち
待
合
所
等
が
あ

る
の
は
四
十
六
カ
所
の
み
で

す
。
待
合
所
等
の
整
備
は
通

常
バ
ス
運
行
事
業
者
が
行
う

バス待合所等整備に
　　　　　　費用の助成を

他自治体の事例を参考に

　　　　　　　検討したい

転
入
者
に
優
し
い

　
　
　
　
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
を

手
続
の
負
担
軽
減
を
検
討

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

公
共
交
通
の
利
便
性
向
上
や

利
用
促
進
は
、
当
市
の
に
ぎ

わ
い
の
創
出
や
交
流
人
口
の

拡
大
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、

他
自
治
体
の
事
例
を
参
考
に
、

各
関
係
機
関
と
協
議
し
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

病
児
・
病
後
児
保

育
事
業
の
委
託
料
の
加
算
額

算
定
人
数
を
百
人
ご
と
に
す

る
考
え
は
。

　
　
　
　
　
　
　
当
市
の
場

合
、
病
児
対
応
型
基
本
分
の

額
に
、
年
間
延
べ
利
用
児
童

数
に
応
じ
た
額
を
加
算
し
て

い
ま
す
。
延
べ
利
用
数
が
七

百
九
十
九
人
ま
で
は
国
の
補

助
基
準
額
に
合
わ
せ
て
お
お

む
ね
二
百
人
ご
と
に
加
算
額

を
設
定
し
、
八
百
人
以
上
の

場
合
は
児
童
一
人
に
つ
き
一

万
七
十
円
の
加
算
に
し
て
い

ま
す
。

　
　
　
　

現
在
病
児
・
病
後

児
保
育
事
業
を
行
っ
て
い

る
施
設
は
一
カ
所
の
み
だ
が
、

ふ
や
す
考
え
は
。

　
　
　
　
　
　
　
今
後
の
利

用
者
数
の
推
移
や
ニ
ー
ズ
な

ど
を
踏
ま
え
て
判
断
し
た
い
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と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

奥
入
瀬
渓
流
の
散

策
を
よ
り
楽
し
め
る
よ
う
に
、

遊
歩
道
に
木
材
チ
ッ
プ
を
敷

き
詰
め
る
考
え
は
。

　
　
　
　
　
　
　
木
材
チ
ッ

プ
を
利
用
し
た
遊
歩
道
は
環

境
に
優
し
く
自
然
景
観
に
も

マ
ッ
チ
し
、
ま
た
ク
ッ
シ
ョ

ン
性
に
も
す
ぐ
れ
足
首
や
膝

へ
の
負
担
が
少
な
い
と
言
わ

れ
、
十
和
田
神
社
の
杉
並
木

参
道
に
も
杉
の
チ
ッ
プ
が
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
奥
入
瀬

渓
流
は
特
別
保
護
区
な
ど
の

各
種
規
制
が
あ
る
こ
と
か
ら

遊
歩
道
を
管
理
し
て
い
る
県

と
協
議
を
進
め
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

木材チップで快適な遊歩道を

求められるスムーズな窓口案内

議　

員

議　

員

光
振
興
の
大
き
な
起
爆
剤
に

な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
自

然
景
観
を
最
大
限
に
活
用
し

多
く
の
観
光
客
を
受
け
入
れ

る
た
め
、
市
で
は
蔦
温
泉
の

公
衆
ト
イ
レ
改
修
に
取
り
組

む
ほ
か
、
休
屋
地
区
の
廃
屋

撤
去
や
携
帯
電
話
非
通
話
エ

リ
ア
の
解
消
な
ど
に
取
り
組

む
よ
う
国
や
県
に
働
き
か
け

て
い
ま
す
。

　
　
　
　

休
屋
地
域
の
活
性

化
に
は
秋
田
県
小
坂
町
と
の

連
携
が
重
要
だ
が
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
小
坂
町
と
は
定
住

自
立
圏
を
構
成
す
る
自
治
体

と
し
て
相
互
に
連
携
し
、
地

域
住
民
の
生
活
機
能
を
確
保

す
る
た
め
、
共
生
ビ
ジ
ョ
ン

に
定
め
た
十
二
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
今
後
も
情

報
共
有
を
図
り
、
連
携
す
べ

き
事
業
は
取
り
組
み
を
進
め
、

休
屋
地
域
の
活
性
化
に
努
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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問

第
４
回
定
例
会
は
、
９
人
の
議
員
か
ら
一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
紙
面
の
都
合
上
、
各
議
員
が
指
定
し
た
質
問
事
項
と
そ
の
答
弁
を
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
十
和
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
３
月
掲
載
予
定
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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